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集落存続の夢に向かって～３００年後に小滝を引き継ぐ～

栄小学校 宇佐美 昌博

１ はじめに

小滝区は，栄村に31ある集落の一つで

ある。17軒あったが，長野県北部地震(栄

村大震災)により13軒に減少した。このま

までは，集落存続が危ういとして，区民

が一丸となって様々な活動に取り組んで

いる。中山間地域における住民自治の事

例として教材化ができないか探ることに

した。

２ 小滝のビジョン「300年後に小滝を引き継ぐ」

小滝でよかったね。行ってみたいね，小滝へ。いいところだね，小滝って。

→楽しく住みやすい小滝 ①あきらめない。積極的な発想による暮らしやすい環境整備

②地域資源の見直しと活用

③集落以外の人々との交流活動

， ， 。集落存続の危機は 330年前の水不足にあったが 水路を引くことで現在まで集落を維持してきた

その想いや営みを未来につなげたいという夢とロマンで「300年」がキーワードとなっている。

３ 樋口正幸さん（震災当時，小滝区長）のお話から

【理念】郷土愛を育もう 集落の歴史を教訓に

全てが資源と考えて

積極的に関わろう

生まれ育った「ふるさと」は宝物

①長野県北部地震

長野県北部地震(栄村大震災：2011年３月12日午前３時59分)により被災。集落内

の道路は，２ｍ積もった雪が屋根から落ち，封鎖状態。エノキ栽培施設や200頭の牛舎も被災。直後

， 。 ，の余震も含めて 数頭の牛が死亡 道路崩壊や雪崩により集落(17戸約40人)が10時間以上孤立するも

住民同士で安否を確認し励ましあったり，食事を共にしたりして過ごす。京都からのヘリコプターで

救助され，避難先となった北信小学校(現在の栄小学校)へ。避

難所では，地区住民全員が同じ教室で過ごす。安心感を得ると

共に，今後の小滝について話し合いが繰り返される。

②小滝復興プロジェクトチームの創設

20代から65歳までの12名で構成。被災状況に応じた特命に責

任感を持ち活動。見えない被害を見える化し，集落独自で復興

計画を策定。被害額を算定し，復興費用１億５千万円の根拠を

見えない被害を見える化

樋口正幸さん

国土地理院ウォッちずを利用し作成



-宇佐美 2 -

示す 「見えない被害の見える化」は，国策にも反映される。。

→ 2013.10.22 小滝復興計画策定

③復旧から復興へ

中越地震で被災した地区に全員で出かけていって学ぶ。地区

行事をやめるつもりが，若者からの「やろう！」の声。

2011.08.16，若者主導で例年通りまつりが開催される。

復興住宅の完成(2012.11.30)により，集落へ戻ってきた軒数

が13軒に。翌日 「あちゃ，お茶のみこらっしゃい 」とお茶と， 。

手作りケーキで集落の茶話会を開催する 以降 12月１日を 小。 ， 「

滝復興の日」とする。一人ひとりの想いを語ることでロマンを

共有していく。そして，具現化する。

４ ビジョンに基づく実際の活動

・稲作の存続

→米のブランド化 小滝米(コタキホワイト)

かつて「小滝の米は五銭高い」と言われた＝自慢を生かす

・被災したエノキ工場→小滝米出荷の拠点に。

・古道復活

古道ウォーク

→志久見街道(平成30年度社会調査委員会レポート参照)

・ビオトープ

生命の誕生と連鎖

・集落外の人々との交流

「となり」築200年の古民家を改装し，宿泊可能に。

→文化財の保全

「小滝のコメはなぜうまい？」などテーマを掲げて学習会「小滝の夜学」を開催。コンサートも開

催される。その後で，交流会。

・屋号看板

小滝は，中沢と樋口の２姓だけなので，通常は屋号で呼び合う。

→30年前に集落を離れた住民が各戸に２本ずつの桜の苗木をおくった。その中の神社にえられて育

ったが，倒れてしまった木を板材にして利用。

５ おわりに

平成30年度，栄小５年生は小滝米，津南小(新潟県中魚沼郡津南町)５年生は魚沼コシヒカリについ

ての学習をそれぞれ行い，まとめの段階で交流をもった。ワインボトルに入ったコタキホワイトが非

常に有名な魚沼コシヒカリよりも高価であることを知り，津南小の児童は大変驚いたと聞いている。

児童の予想を裏切るような事象から，その根拠を探る探究型の学習へ発展することが考えられる。

栄村にある31の集落のうち，児童の存在する集落はその３分の１以下である。また，戸数の減少に

より，存続が危ぶまれる集落も存在する。それらが，児童にとって身近な課題として捉えられるよう

に教材化をはかっていくことも考えていきたい。

ワインボトルに詰めて販売される小滝米

(コタキホワイト)

古道復活・古道ウォーク開催

被災した小滝公民館で

宮本県議との懇談


